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七飯町城岱牧場から函館市を望む

  

皆
様
に
は
新
し
い
年
を
つ
つ
が
な
く
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ま
さ
し
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
世
界
中
が
翻
弄

さ
れ
た
1
年
で
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
日
本
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
乗

客
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
後
、
横
浜
港
に
入
港
・
着
岸
、
船
内
で
は

瞬
く
間
に
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
が
、
感
染
確
定
者
か
ら
の
搬
送
を

重
視
し
た
た
め
健
康
状
態
の
情
報
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
ま
ま
下
船

し
た
症
例
が
多
数
に
及
び
、
関
東
を
中
心
に
感
染
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
も
無
く
、
治
療
法
も
暗
中
模
索
で
呼
吸
器
へ
の

負
担
が
大
き
く
、
局
所
療
法
に
使
用
す
る
人
工
呼
吸
器
や
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ

等
の
機
材
も
不
十
分
で
、
重
症
患
者
に
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
10
人
以

上
も
必
要
で
あ
り
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
感
染
し
、
医
療
は
疲
弊
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
不
足
か
ら
一
般
疾
病
の
診
療
や
緊
急
手
術
、
救
急
患
者

等
に
手
が
回
ら
ず
、
医
療
崩
壊
は
目
の
前
で
あ
り
ま
し
た
。

　

政
府
の
打
つ
手
は
、「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
緊

急
事
態
宣
言
、
そ
れ
に
関
わ
る
一
斉
休
校
や
休
業
要
請
そ
し
て
補
償
、

各
種
支
援
金
や
緊
急
融
資
で
し
た
が
、
全
て
が
後
手
後
手
と
な
り
、

手
詰
ま
り
感
の
中
で
安
倍
総
理
は
再
び
政
権
を
投
げ
出
し
ま
し
た
。

　

菅
総
理
は
、
安
倍
継
承
を
旗
印
に
、「
ま
ず
は
自
助
」
を
政
策
の
大

目
標
に
掲
げ
、
コ
ロ
ナ
対
策
よ
り
経
済
優
先
と
ば
か
り
に
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
ま
し
た
が
、
国
が
国
民
の
移
動
を
奨
励
し
た

こ
と
か
ら
気
が
緩
み
、
現
在
の
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
何
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
を
収
束
に
向
か
わ
せ
、
政
府
、
官
僚
、

司
法
の
歪
み
を
正
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。
今
年
も
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
議
会
副
議
長
　

高
　
橋
　
　
　
亨
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円
、
感
染
者
用
入
院
病
床
を
確

保
し
た
医
療
機
関
へ
の
補
助
事

業
と
し
て
４
４
１
億
６
９
０
０

万
円
、
医
療
機
関
や
介
護
・
障

害
者
福
祉
事
業
所
等
に
勤
務
す

る
職
員
へ
の
慰
労
金
２
６
２
億

１
５
０
０
万
円
、
教
育
旅
行

（
修
学
旅
行
）
支
援
事
業
と
交

通
事
業
者
利
用
促
進
事
業
費
に

は
各
4
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加

計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
す
す
き
の
」
に
対

し
て
の
時
短
や
休
業
要
請
の
期

間
延
長
に
伴
い
、
札
幌
市
が
行

う
協
力
支
援
事
業
費
に
、
6
億

２
０
０
０
万
円
を
2
度
追
加
補

正
し
て
総
額
16
億
８
８
０
０
万

円
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
第
1
弾
か

ら
第
6
弾
、
さ
ら

に
追
加
補
正
を
加

え
た
累
計
総
額
は

８
８
４
８
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

知
事
就
任
2
年

目
は
、
ほ
ぼ
全
て

コ
ロ
ナ
対
策
中
心

に
推
移
し
ま
し
た
が
、
全
国
的

に
注
目
さ
れ
た
当
初
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
今
は
全
く
感
じ

ら
れ
ず
、
道
内
第
3
波
の
感
染

拡
大
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
秋
以
降

は
、
札
幌
市
へ
の
不
要
不
急
の

往
来
と
札
幌
発
の
旅
行
を
自
粛

す
る
よ
う
道
民
に
求
め
な
が

ら
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に
つ

い
て
は
継
続
を
政
府
に
要
請
、

ち
ぐ
は
ぐ
な
対
応
は
議
会
で
も

与
党
を
含
め
た
各
会
派
か
ら
非

難
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旭
川
市
で
は
基
幹
病

院
や
介
護
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
拡
大
し
、
旭
川
厚
生
病
院
で

は
国
内
最
大
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

旭
川
市
内
の
吉
田
病
院
か
ら

自
衛
隊
の
派
遣
要
請
が
あ
り
つ

つ
、
旭
川
市
と
道
の
意
思
疎
通

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

対
応
が
遅
れ
、
全
国
的
な
批
判

に
晒
さ
れ
て
か
ら
派
遣
要
請
を

行
っ
た
と
い
う
不
備
も
露
呈
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

11
日
の
閉
会
前
日
に
は
対
策

本
部
会
議
を
開
催
、
感
染
拡
大

が
高
止
ま
り
し
収
ま
ら
な
い
こ

と
か
ら
休
業
や
外
出
自
粛
な
ど

の
強
い
措
置
を
12
月
25
日
ま

⑵
　

第
4
回
定
例
道
議
会
は
、
11

月
25
日
に
開
会
、
令
和
2
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
、「
新

た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、

12
月
11
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
開
会
冒
頭
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
緊
急
対
策
の
第

6
弾
を
中
心
と
し
た
総
額
８
３

5
億
６
１
０
０
万
円
（
そ
の
う

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
補

正
予
算
額
は
約
８
０
１
億
円
）

の
補
正
予
算
を
提
出
、
札
幌
市

が
実
施
す
る
「
す
す
き
の
」
地

区
の
飲
食
店
を
対
象
と
し
た
協

力
支
援
金
支
給
に
対
す
る
補
助

と
し
て
新
規
に
4
億
４
０
０
０

万
円
、
軽
症
者
等
用
宿
泊
療
養

施
設
の
借
り
上
げ
費
用
に
36
億

で
、
年
末
・
年
始
の
取
り
組
み

を
徹
底
す
る
措
置
を
1
月
15
日

ま
で
延
長
し
集
中
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告

　

道
議
会
の
有
志
で
構
成
す
る

北
海
道
議
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議

員
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て
、
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た（
仮
称
）

北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
の

概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

超
党
派
の
議
員
提
案
と
な
る

本
条
例
は
、
前
文
に
「
ス
ポ
ー

ツ
の
意
義
と
役
割
（
心
身
の
健

康
増
進
、
夢
と
感
動
と
活
力
、

一
体
感
や
誇
り
）」「
地
域
の
特

性
（
豊
か
な
自
然
環
境
、
応
援

の
輪
の
広
が
り
、
東
京
オ
リ
パ

ラ
を
機
と
し
た
国
際
大
会
等
）」

「
目
指
す
姿
（
健
康
で
豊
か
な

生
活
と
魅
力
あ
る
社
会
の
実
現

等
）」
な
ど
と
し
、
基
本
理
念

に
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
機
会
の

確
保
、
市
町
村
や
各
団
体
と
の

連
携
・
協
働
で
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
る
、
選
手
の
競
技
水
準

向
上
と
指
導
者
の
育
成
、
障
が

い
者
が
自
主
的
・
積
極
的
に
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
出
来
る
総
合
的

配
慮
な
ど
を
掲
げ
、
道
の
責
務
、

道
民
の
役
割
、
市
町
村
の
役
割
、

関
係
者
相
互
の
連
携
と
協
働
を

明
記
し
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
関
す
る
施
策
の
推
進
と
し
て

「
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
」「
子
ど
も
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
」「
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
環
境
の
充
実
」「
ス
ポ
ー

ツ
応
援
文
化
の
構
築
」「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
」

「
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
く
る
優
し
い

共
生
社
会
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
競

技
力
の
向
上
」「
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
」「
ス

ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス

ポ
ー
ツ
人
材
の
育
成
」「
安
心

で
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」

「
顕
彰
」「
財
政
上
の
措
置
」
な

ど
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
知
事
が
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ

振
興
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
実
施
し
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
条
例
を
公
布
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
仮
称
）北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
の
制
定
へ

第 ４回定例道議会（１２／ １ ）
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国
内
最
大
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と

な
っ
た
旭
川
厚
生
病
院
を
は
じ

め
、
旭
川
市
の
複
数
の
基
幹
病

院
で
院
内
感
染
が
広
が
り
、
そ

の
原
因
の
ひ
と
つ
が
感
染
症
病

棟
や
一
般
病
棟
間
、
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
と
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を

移
動
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
有

る
の
で
は
な
い
か
と
、
無
症
状

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
院
内
を
移

動
す
る
内
に
感
染
を
広
げ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
施
設
で
は
、
自
主
的
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
た
場
合
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

医
療
機
関
で
は
、
コ
ロ
ナ
患
者

へ
の
接
触
は
完
全
防
備
が
条
件

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
必
ず

し
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
行
わ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

道
立
病
院
関
係
者
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
で
は
、「
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
入
院
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
関
係
す
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
行

わ
れ
て
い
な
い
、
家
族
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
も
家
に
は
帰
れ

ず
、
自
身
が
陰
性
な
の
か
そ
れ

⑶

と
も
無
症
状
の
陽
性
な
の
か
も

分
か
ら
な
い
ま
ま
医
療
に
従
事

し
て
い
る
が
、
と
て
も
不
安

だ
。」
と
言
う
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
治
療
に
従
事
し
て
い
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
る

と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
か
ら

本
当
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
し
て
や
コ
ロ
ナ
感
染
症

は
公
立
病
院
や
公
的
病
院
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
こ
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

感
染
が
広
が
れ
ば
、
ま
さ
し
く

旭
川
市
の
よ
う
に
医
療
崩
壊
を

招
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

状
況
を
聞
き
、
早
速
、
道
庁

の
保
健
福
祉
部
お
よ
び
対
策
本

部
指
揮
室
担
当
者
に
、
実
態
を

問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
確
か

に
道
立
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け

入
れ
て
い
な
い
道
立
病
院
は
別

に
し
て
も
、
現
に
患
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
場
合
は
、
定
期
的

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
べ
き
こ

と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

担
当
者
は
、「
必
要
性
も
理

解
で
き
る
の
で
検
討
さ
せ
て
く

れ
。」
と
の
回
答
。
こ
れ
で
、

道
立
病
院
は
少
し
前
に
進
む
も

の
と
思
い
ま
す
が
他
に
も
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
国

立
病
院
機
構
や
自
治
体
が
設
置

し
て
い
る
公
立
病
院
も
同
様
の

状
況
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
う
よ
う
、
国
立
病
院
機
構

に
つ
い
て
は
国
会
議
員
を
通
じ

て
、
市
立
函
館
病
院
は
市
議
団

を
通
じ
て
函
館
市
長
に
要
請

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
、

そ
し
て
通
院
す
る
患
者
が
安
心

で
き
る
体
制
を
作
り
上
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

前
述
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
速
な
感
染

拡
大
が
続
く
旭
川
市
で
、
大
規

模
な
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
対
応
に

追
わ
れ
る
慶
友
会
吉
田
病
院
が

11
月
25
日
、
旭
川
市
長
と
北
海

道
知
事
に
対
し
て
自
衛
隊
派
遣

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
自

衛
隊
派
遣
を
巡
っ
て
市
と
道
と

の
ち
ぐ
は
ぐ
な
対
応
が
重
な
り

混
乱
が
生
じ
、
派
遣
要
請
か
ら

2
週
間
を
経
て
よ
う
や
く
自
衛

隊
の
派
遣
が
決
定
し
ま
し
た

が
、
逼
迫
す
る
医
療
現
場
の
実

態
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
現
状

が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
市
へ
の
対
応
で
は

道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ロ
ナ

対
策
本
部
指
揮
室
と
、
当
該
指

揮
室
に
属
し
て
い
な
い
総
務
部

危
機
対
策
局
（
災
害
時
等
の
自

衛
隊
派
遣
要
請
窓
口
）
と
の
間

で
情
報
共
有
や
連
携
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
も
、
自
衛
隊
派
遣

の
判
断
に
時
間
を
要
し
た
原
因

の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
、
こ
う
し
た
事
態

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
指
揮

室
の
再
編
と
、
今
回
の
教
訓
を

自
治
体
や
関
係
機
関
で
共
有
す

る
こ
と
が
重
要
と
の
観
点
か
ら

第
三
者
に
よ
る
検
証
を
求
め
ま

し
た
。

　

旭
川
市
は
道
北
の
医
療
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
道

に
は
そ
れ
を
支
え
る
責
務
が
あ

る
は
ず
で
す
が
、
旭
川
市
の
医

療
体
制
の
逼
迫
し
た
状
況
を
直

視
し
た
時
、
道
の
一
連
の
対
応

は
適
切
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
要
請
の

3
つ
の
要
件
で
あ
る
、「
公
共

性
」、「
緊
急
性
」、「
非
代
替
性
」

の
内
、
と
り
わ
け
非
代
替
性
を

満
た
す
の
か
満
た
さ
な
い
の
か

と
い
う
事
に
固
執
し
た
危
機
対

策
局
の
縦
割
り
的
な
判
断
と
、

知
事
の
政
治
判
断
の
迷
い
が
招

い
た
結
果
に
は
疑
問
が
残
り
ま

す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

医
療
崩
壊
と
自
衛
隊
要
請

第 ２種感染症指定医療機関の市立函館病院



―――　道政ニュース　――― ⑷

写真で見る2020年の主な活動 ※詳しい活動報告はホームページに掲載しています。

第４回定例道議会で採択された決議・意見書
○私立専修学校等における専門的職業人材の育成機能の強化等を求める意
見書
○別居・離婚後の親子の面会交流についての法整備を求める意見書
○台湾の世界保健機関（ＷＨＯ）へのオブザーバー参加を求める意見書
○住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書
○新たな過疎対策法の制定に関する意見書
○犯罪被害者等支援の充実を求める意見書
○特別支援学校の設置基準策定等を求める意見書
○不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書

高橋とおるホームページ

　私、高橋とおるが活動
の中で感じる国政や道政
等に関する想いを随時掲
載しています。是非ご覧
下さい。

http://www.t-tooru.com/

函館水産市場２0２0年初競り
　　　　　　　　（ １／ ５ ）

道議会事務局幹部への年頭のあいさつ
　　　　　　　　　　　　　（ １／ ７ ）

旧道議会議場にて同僚議員と（ ５／１３）市立函館保健所山田所長より函館市内の
コロナ状況等を聞き取る� （ ４／２４）

ウポポイ開業記念式典にて
　　　　　　　　（ ７／１１）

江差町で開催した道政懇話会において、照井江差町長
からの要望を受ける� （ ８／１７）

第 ３回定例道議会
 　　　　（ ９／１７）

亀田本町地域少年野球大会で
逢坂衆議と　　　　（１0／１８）

北海道・東北六県議会議員研究交流大会に
おいて縄文文化の世界遺産登録に向けた取
り組み等を報告� （ １／２４　福島県）


